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北摂・丹波支部ニュース

１
２
０
８
筆
を
国
会
へ
提
出

・
早
く
各
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
が
可
能
に
な

る
よ
う
に
希
望
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
最
も
重

要
と
考
え
ま
す
。　
（
三
田
市
）

・
家
賃
が
な
に
よ
り
も
大
き
く

負
担
で
す
。
現
収
入
で
は
家
賃

の
支
払
い
が
無
理
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。　
　
　
（
三
田
市
）

・
①
コ
ロ
ナ
抗
原
キ
ッ
ト
の
配

布
を
市
中
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
願

い
し
ま
す
、
②
各
種
老
人
施

設
、
障
害
者
施
設
な
ど
で
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
時
の
対
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
配
布
を
施
設
医
療
機
関
に

お
願
い
し
ま
す
、
③
市
単
位
で

臨
時
保
健
所
の
設
置
を
行
い
迅

速
な
対
応
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム

構
築
を
お
願
い
し
ま
す
（
人
員

配
置
が
必
要
）、
④
も
う
少
し

詳
し
い
情
報
開
示
シ
ス
テ
ム
を

お
願
い
し
ま
す
。
医
療
関
係
者

の
み
が
閲
覧
可
能
な
パ
ス
ワ
ー

ド
等
で
保
護
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
な

ど
。　
　
　
（
三
田
市
・
歯
科
）

・
メ
デ
ィ
ア
に
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
の
感
染
リ
ス
ク
高
い
職
種

が
①
歯
科
衛
生
士
、
②
歯
科
医

師
、
③
歯
科
助
手
と
報
告
さ
れ

た
た
め
に
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害

で
患
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

全
感
染
者
の
10
％
が
医
療
関
係

者
に
も
か
か
わ
ら
ず
歯
科
は
数

十
人
で
ク
ラ
ス
タ
ー
も
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
名
誉

挽
回
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。　
　
　
（
三
田
市
・
歯
科
）

・
マ
ス
ク
・
グ
ロ
ー
ブ
・
消
毒
薬
・

防
護
具
な
ど
の
感
染
対
策
費
用

が
か
か
り
経
費
が
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。
国
に
経
費
が
大
き

く
増
え
た
分
の
負
担
を
お
願
い

し
ま
す
。　

（
三
田
市
・
歯
科
）

　

診
療
報
酬
の
概
算
払
い
の
実
現
で
、
医
療
機
関
の
経
営
保
障
を
―
―
。
協
会
と
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
８
月
27
日
、全
国
の
各
協
会
と
国
会
議
員
会
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

会
員
署
名
提
出
Ｗ
ｅ
ｂ
集
会
を
開
催
。
野
党
国
会
議
員
ら
３
氏
を
含
め
全
国
か
ら
70
人
が
参
加
。

兵
庫
協
会
か
ら
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
と
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員
署
名
１
万
１
６
８
５
筆
を
、
出
席
し
た
国
会
議
員
に
提
出

し
た
。
同
署
名
に
は
、
北
摂
・
丹
波
支
部
か
ら
も
40
筆
が
寄
せ
ら
れ
、「
こ
の
ま
ま
で
は
家
賃
の

支
払
い
が
無
理
に
」「
地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
」「
各
医
療
機
関
で
検
査
で
き
る
よ
う
に
」
な
ど
の

切
実
な
声
が
届
い
て
い
る
。
以
下
に
、
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
す
る
。

医
療
機
関
の
経
営
保
障
を
求
め
る
会
員
署
名

兵
庫

　

か
ら

２０２０年９⽉ 

内閣総理⼤⾂ 殿 
財務⼤⾂   殿 
厚⽣労働⼤⾂ 殿 
国会議員  各位 

 
全ての医療機関への緊急財政措置を求めます 

 
 新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、政府による⾃粛要請や感染への不安などによる受診抑
制により、医療機関において外来患者数が減少しています。当会が５⽉に実施した「第２回新型コ
ロナウイルス感染拡⼤に伴う緊急アンケート」では医科・⻭科ともに約９割の医療機関で、前年４
⽉に⽐べて患者数が減少し、保険診療収⼊が 30％以上減収となっている医療機関は医科で約 20％、
⻭科で約 30％に上っています。⼀⽅で、個⼈防護具の価格⾼騰や感染防⽌対策のための設備投資に
より、経費が例年より「増えた」医療機関が医科で約 30％、⻭科で約 40％となっています。 
 政府は、緊急事態宣⾔下において、すべての医療関係者の事業継続を要請しました。各医療機関
ではこれに応え、感染の不安のもとで地域医療提供を担い続けました。 
 保険医療機関はその設置主体に関わらず、憲法に謳われた国⺠の⽣存権保障の⼀つである公益医
療の提供を⼀⼿に担う社会的共通資本です。そのため普段から⾮営利での経営が求められますし、
医業収益のほとんどを医療⾏為の公定価格である診療報酬に依存しています。 
 ですから国には国⺠に⽣存権を保障するため、必要な医療を国⺠に供給する責任がありますし、
当然そのために保険医療機関の経営安定のための⼗分な対策をとる責任があります。 

ついては、今後のさらなる感染拡⼤に備え、医療機関の⽴て直しは急務です。全ての医療機関に
対し、災害時と同様の前年度実績に基づく診療報酬「概算払い」や⽀援⾦による減収分の補填など、
国の責任による迅速かつ⼤規模な財政措置を求めます。以下、要請します。 

記 
⼀. 新規開業を含む全て医療機関に対し、減収分の補填や融資の返済猶予、家賃・⼈件費の補助など、

緊急に財政措置を⾏うこと 
以上 

私のひとこと 

医療機関名 

⽒   名 

住   所 

＊ゴム印可

 

↑
会
員
署
名
は
引
き
続
き
取
り
組
む
の
で
、
ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

北
摂
・
丹
波
支
部
の
先
生
か
ら
も
切
実
な
声

・
早
急
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
三
田
市
・
歯
科
）

・
明
ら
か
に
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自

粛
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
高
齢
者
の
減
少
が
目
立
ち
ま

し
た
。　
　
（
三
田
市
・
歯
科
）

・
感
染
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら

医
療
人
差
別
、
受
診
抑
制
に
苦

し
ん
で
い
る
医
療
機
関
へ
救
い

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
（
丹
波
篠
山
市
・
歯
科
）

・
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
を
過
剰
に

恐
れ
て
初
診
患
者
が
激
減
、
小

児
の
定
期
予
防
接
種
を
パ
ス
す

る
保
護
者
、
放
置
し
て
お
れ
ば

生
命
の
危
険
が
あ
る
慢
性
疾
患

な
ど
の
再
診
放
棄
多
数
、
別
の

意
味
で
の
医
療
崩
壊
が
始
ま
っ

て
い
る
、
収
入
も
半
減
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
丹
波
市
）

・
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
医
療
が

崩
壊
し
ま
す
。
是
非
と
も
財
政

措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
丹
波
市
）

・
医
療
機
関
へ
の
援
助
が
な
い

と
、
役
立
と
う
に
も
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
な
い
実
情
を
御
理

解
く
だ
さ
い
。　
　
（
丹
波
市
）

・
受
診
抑
制
を
実
感
し
て
い
ま

す
、
経
営
保
障
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。　
　
（
丹
波
市
）



（2） 2020 年 9 月 5 日（毎月 3回 5・15・25 日発行）　兵庫保険医新聞　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外　年間購読料 12,000 円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
疑
い
患
者
を
診
療
し
た
病
院

の
「
救
急
・
周
産
期
・
小
児
医

療
体
制
確
保
補
助
金
」
申
請
受

付
を
県
が
開
始
し
た
。
申
請
期

限
は
９
月
15
日
な
の
で
、
申
請

が
ま
だ
の
方
は
お
急
ぎ
い
た
だ

き
た
い
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ

る
患
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

救
急
・
周
産
期
・
小
児
医
療
を

担
う
病
院
を
対
象
に
、
院
内
感

染
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な

設
備
の
整
備
等
を
支
援
す
る
た

め
の
も
の
。
疑
い
患
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
要
す
る
費
用

（
個
人
防
護
服
、
簡
易
陰
圧
装

置
等
）
に
つ
い
て
基
準
額
に
応

じ
た
給
付
を
行
う
ほ
か
、
対
象

病
院
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
な

ど
に
要
す
る
費
用
（
委
託
料
、

物
品
購
入
費
等
）
を
病
床
数
に

応
じ
て
支
援
金
と
し
て
給
付
す

る
（
１
０
０
床
以
上
の
場
合

兵庫県保険医協会

北摂・丹波支部役員改選の公示

　　　　　兵庫県保険医協会　北摂・丹波支部

　　　　　　　　　　　　支部長　森下　順彦

　森下順彦支部長の退任を受けまして、北摂・丹波支部は、協会規約第

75 条および協会役員等選出規定の第３条の３に基づき、北摂・丹波支部

長補欠選挙の公示を行います。

【役職と定数】　支部長　　１名　　【任期】　１年

【改選日時】９月 26日（土）18時 30分

於：北摂・丹波支部　第 32回総会　　

会　場：三田市・総合福祉保健センター

【立候補日時締切】　　９月 19日（土）　正午

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けします。

「立候補届」に必要事項を記入の上、事務局へお届けください。
３
０
０
０
万
円
上

限
、
加
算
有
）。

　

申
請
に
は
、
補
助

金
交
付
申
請
書
、
事

業
計
画
書
な
ど
を

県
医
務
課
へ
提
出

す
る
こ
と
と
な
る

が
、
申
請
期
限
は
９

月
15
日
必
着
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
医
療
機
関
は
申
請

を
お
急
ぎ
い
た
だ
き
た
い
。

※
上
記
の
情
報
は
全
て
８
月
31

日
現
在
の
も
の
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
協
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
℡
０
７
８

―
３
９
３
―
１
８
０
５
）

病
院
対
象

救
急
・
周
産
期
・
小
児
医
療
体
制

確
保
補
助
金
の
申
請
開
始

締
切
９
月
15
日　

ま
だ
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

Ｑ
．
本
事
業
で
い
う
「
疑
い
患

者
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
患
者

を
指
し
ま
す
か
。

Ａ
．
保
健
所
に
届
出
の
あ
っ
た

感
染
症
法
上
の
擬
似
症
患
者
だ

け
で
な
く
、
発
熱
や
咳
等
の
症

状
を
有
し
て
お
り
、
医
師
が
感

染
を
疑
う
と
判
断
し
た
者
を
含

み
ま
す
。

Ｑ
．
本
事
業
で
い
う
「
疑
い
患

者
を
診
療
す
る
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
．「
診
療
」
は
「
外
来
」
を

指
し
ま
す
が
、
消
防
本
部
の
救

急
隊
か
ら
疑
い
患
者
の
受
入
要

請
が
あ
っ
た
場
合
、
一
時
的
に

で
も
当
該
患
者
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
病
床
の
確

保
ま
で
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
可
能
な
限
り
入
院
医
療

体
制
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
P
C
R
検
査
の
検
体

採
取
を
行
う
こ
と
は
必
須
の
要

件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．「
消
毒
経
費
」
は
、
設
備

整
備
等
と
支
援
金
の
い
ず
れ
で

も
対
象
経
費
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
申
請

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ
．
設
備
等
整
備
は
、
整
備
し

た
救
急
・
周
産
期
・
小
児
医
療

の
受
入
機
能
に
係
る
部
分
の
み

申
請
し
、
そ
れ
以
外
は
支
援
金

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
当
た
っ
て
の
Ｑ
＆
Ａ

（
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

北摂・丹波支部第 32 回総会記念企画

新型コロナウイルス感染症関連

経営支援制度研究会　　
～申請のポイントお伝えします！　

　このたび北摂・丹波支部では、「医療従事者慰労金」や「感染防止対策

支援事業」申請のポイントの研究会を企画しました。ぜひご参加ください。

日　時　９月 26日（土）19時～ 21時

会　場　三田市・総合福祉保健センター　講座室

講　師　松田力税理士・社会保険労務士　　参加費　無料

お問い合わせは、℡ 078-393-1807 まで


